
し くちかしゅ 第
令和５年８月１日（2023年）

号247議会だより議会だより

〇 町民からの「質問・意見」への対応 ２～３ｐ
〇 令和５年第２回定例会（６月６日～８日） ４～５ｐ
〇 追加提案　第１回臨時会 ６～７ｐ
〇 所管事務調査報告 ８～９ｐ
〇 「一般質問」町政課題を問う 10～13ｐ
〇 お店紹介　「すみやのくらし」佐藤円さん 14ｐ

七ヶ宿町立関保育所新築工事が始まります。
詳細は2ｐ・６ｐをご覧ください

多くの子どもたちの成長を見ていただきました。
長い間ありがとうございました、そしてお疲れさまでした。
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令和 4 年度に各地区で行われた「議会報告会・懇談会」で地区民の皆様よりお聞きした　
質問や要望の対応の 一部を報告します。

　
１
月
末
に
総
務
文
教
と
産
業
建
設
の
両
常

任
委
員
会
は
新
築
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
が
、

現
在
の
保
育
所
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
る
方
向

で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
が
提
言
し
て
い

る
複
合
型
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
６
月
の
定
例
会
に
建
設
工
事
請
負
の
締
結

議
案
が
追
加
さ
れ
審
議
の
結
果
、
可
決
承
認

さ
れ
、
工
期
は
来
年
３
月
末
の
完
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
に
追
加
提
案

と
し
て
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
説
明
を
受
け
ま

し
た
が
、
両
校
の
教
職
員
の
連
携
で
少
し
づ

つ
一
貫
教
育
構
想
に
向
け
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
適
切
な
行
政
対
応
を
調
査
し
、
た

だ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、
効
率
の

良
い
運
行
へ
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
町
内

全
戸
を
対
象
と
し
た
町
営
バ
ス
運
行
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
今
後
も
利
便
性
を
重
視
し
た
運
行
を

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
豪
雪
対
策
は
議
会
と
し
て
も
重
要
な
問
題
と

し
て
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
民
意

の
行
政
反
映
の
た
め
、
所
管
事
務
調
査
や
一
般

質
問
で
行
政
の
対
応
を
た
だ
し
て
い
く
と
と
も

に
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を
し
っ
か
り
と
支
え

る
こ
と
の
で
き
る
具
体
的
な
支
援
体
制
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
強
く
求
め
て
い
く
事
も
必
要

と
考
え
ま
す
。

令
和
５
年
度
議
会
報
告
会・懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
８
月
23
日
㈬

　
　
「
湯
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

　
８
月
24
日
㈭

　
　
「
七
ヶ
宿
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」

　
両
日
と
も
午
後
7
時
よ
り
行
い
ま
す
。

　
是
非
参
加
い
た
だ
き
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
行
政
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
支
援
策
は

考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
ま
た
、
薪
の
製
造
販
売
に
つ
い
て
は
行
政

と
し
て
は
取
り
組
め
な
い
の
で
、
町
内
の
林

業
業
者
に
事
業
提
案
を
考
え
て
い
く
必
要
性

が
あ
り
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
森
林

整
備
は
重
要
な
の
で
、
し
っ
か
り
協
議
し
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
行
政
対
応
を
注
視
し
、
継
続
的
に

た
だ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
保
育
・
教
育
】

　
関
保
育
所
の
新
築
計
画

【
教
育
環
境
】

　
小
中
一
貫
教
育
構
想

【
住
民
福
祉
】

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

【
生
活
支
援
】

　
豪
雪
地
域
へ
の
支
援

【
生
活
支
援
】

　
薪
ス
ト
ー
ブ
支
援
金に

つ
い
て

★★みなさんの声が議会を動かしますみなさんの声が議会を動かします★★
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◇
主
な
案
件

◇
人
事
案
件

◇
条
例
の
改
正

◇
令
和
5
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

◇
追
加
提
案

令
和
５
年　
第

２
回
定
例
会

会
期
（
６
月
６
日
～
８
日
）

◆�

湯
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　

田
中
分
室
を
廃
止
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
こ
の
分
室
は
い
つ
頃
何
の
目
的

で
設
置
さ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
今
後
の
利
用
計
画
は
。

答 

公
民
館
長

　
昭
和
62
年
に
山
菜
な
ど
の
加
工

施
設
と
し
て
造
ら
れ
、
平
成
3
年

に
湯
原
公
民
館
田
中
分
室
と
な
っ

た
が
、
今
後
は
ふ
る
さ
と
振
興
課

が
管
理
し
、
く
ら
し
研
究
所
の
倉

庫
と
し
て
利
用
す
る
。

◆�

七
ヶ
宿
町
農
業
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

《
提
案
の
理
由
》

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
法
律
施
行
規
則
の
改
正
及
び
住

宅
の
譲
渡
に
伴
う
規
定
の
整
理
を

行
う
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
土
地
表
示
の
変
更
に
伴
い
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
定
住
化
促
進
住
宅
条

例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
土
地
表
示
の
変
更
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◇
条
例
の
改
正

◇
人
事
案
件

関地区

鈴
すず

 木
き

 一
かず

 宏
ひろ

 氏

横川地区

小
お

 川
がわ

 良
よし

 範
のり

 氏

峠田地区

髙
たか

 橋
はし

　 進
すすむ

 氏

滑津地区

櫻
さくら

 井
い

 房
ふさ

 子
こ

 氏

湯原地区

髙
たか

 橋
はし

 美
よし

 幸
ゆき

 氏

横川地区

小
こ

 山
やま

 百
ゆ

合
り

子
こ

 氏

▲現在の田中分室

ワンポイントメモ
※農業委員会について

　その主たる使命としての「農地等の利用の
最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、
遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進）
の推進」を図るとともに、農地法に基づく農
地の売買・賃借の許可、農地転用案件への意
見具申など農地に関する事務を行っています。

【　
任　
命　
同　
意　
】

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

7
５
０
０
万
円
追
加

主

な

歳

入

主

な

歳

出

国
庫
補
助
金	

１
７
７
５
万
円

繰
入
金	

５
１
７
６
万
円

諸
収
入	

５
４
８
万
円

白
石
市
外
二
町
組
合
職
員
退
職
手
当
組
合

特
別
負
担
金
等	

２
８
２
４
万
円

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
高
騰
緊
急
給
付
金

及
び
生
活
支
援
金	

１
４
０
５
万
円

飼
料
等
価
格
高
騰
対
策
支
援
金	

３
１
８
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
支
援
金	

３
６
０
万
円
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問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
工
事
費
の
落
札
率
と
応
札
業
者

数
は
何
社
で
工
期
は
い
つ
ま
で

か
、
ま
た
物
価
高
騰
が
続
く
中
今

回
の
落
札
価
格
か
ら
の
設
計
変
更

な
ど
発
生
し
な
い
の
か
。

答 

教
育
次
長

　
落
札
率
は
98
・
32
％
で
応
札
の

業
者
数
は
特
定
※
Ｊ
Ｖ
の
形
で
11

社
に
よ
る
５
企
業
体
で
あ
り
、
工

期
は
令
和
６
年
３
月
29
日
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
設
計
変
更
に
つ
い
て
は
物
価
上

昇
は
あ
る
が
見
直
し
を
行
い
、
契

約
額
の
範
囲
で
収
ま
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
去
る
６
月
12
日
、
湯
原
・
干
蒲
地
区
を
会

場
に
町
の
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
多

く
の
町
民
参
加
の
も
と
、
陸
上
自
衛
隊
船
岡

駐
屯
地
か
ら
も
参
加
を
い
た
だ
き
、
避
難
者

の
搬
送
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
、
本
番

さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
議
会
と
し
て
も
「
七
ヶ
宿
町
議
会
災
害

対
策
本
部
設
置
要
綱
（
平
成
24
年
制
定
・
施

行
）
に
従
い
、
議
会
事
務
局
内
に
対
策
本
部

を
設
置
し
、
各
議
員
と
被
害
状
況
の
確
認
な

ど
、
災
害
時
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

令和 5 年度　七ヶ宿町立関保育所建設工事請負契約の締結
１　契 約 の 目 的　令和 5 年度七ヶ宿町立関保育所建設工事
２　契 約 の 方 法　指名競争入札
３　契 約 の 金 額　５億５２２０万円
４　契約の相手方　宮城県柴田郡柴田町船岡中央３－１－５
　　　　　　　　　㈱松浦組・㈱エコー設備工業・
　　　　　　　　　ヤマザキ建設㈱建設工事共同企業体

◇
追
加
提
案

※�

共
同
企
業
体
Ｊ
Ｖ
と
は

（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
）

　
建
設
企
業
が
単
独
で
受
注
及
び
施

工
を
行
う
通
常
の
場
合
と
は
異
な
り
、

複
数
の
建
設
企
業
が
、
一
つ
の
建
設

工
事
を
受
注
、
施
工
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
形
成
す
る
事
業
組
織
体
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

令
和
５
年　
第

１
回
臨
時
会

会
期
（
４
月
27
日
）

◇
専
決
処
分
の
報
告　
３
件

　
●
七
ヶ
宿
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
●
七
ヶ
宿
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

	

１
９
０
０
万
円
追
加

◇
財
産
の
取
得

　
●
薬
局
店
舗
等	

９
３
７
万
５
千
円

　
●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

	

３
０
０
０
万
円
追
加
補
正

　
議　
案　
内　
容６

・
12
七
ヶ
宿
町
総
合
防
災

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た

▲現在の薬局店舗

▲災害対策本部設置の様子

▲自衛隊員による炊き出し訓練
▲旧薬局店舗

議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

会
議
名

議案番号 議　案　内　容 議決月日 結果

議員名

掲
載
頁

1 2 3 4 5 6 7 ８
髙
橋　
浩
之

髙
橋
き
く
子

渡
部　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田　
　
修

髙
橋　
茂
美

今
野
三
喜
男

管
原　
研
治

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

第34号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
（七ヶ宿町町税条例の一部を改正する条例）

令和５年
４月 27日 原案可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 議 P6

第 35号 先決処分の報告及び承認を求めることについて
（七ヶ宿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〃 〃 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 議 〃

第36号 先決処分の報告及び承認を求めることについて
（令和４年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第８号）） 〃 〃 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 議 〃

第37号 財産の取得について（建物） 〃 〃 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 議 〃

第38号 令和５年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第１号） 〃 〃 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 議 〃

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会

第39号 七ヶ宿町農業委員会委員の任命について 令和５年
6月 6日 原案同意 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P4

第 40号 七ヶ宿町農業委員会委員の任命について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第41号 七ヶ宿町農業委員会委員の任命について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第42号 七ヶ宿町農業委員会委員の任命について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第43号 七ヶ宿町農業委員会委員の任命について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第44号 七ヶ宿町農業委員会委員の任命について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第45号 湯原地区コミュ二ティーセンター条例の一部改正につい
て

令和５年
6月 8日 原案可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P5

第 46号 七ヶ宿町特定公共賃貸住宅条例の一部改正について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第47号 七ヶ宿町町営住宅の一部改正について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第48号 七ヶ宿町定住化促進住宅条例の一部改正について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第49号 令和５年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第２号） 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第50号 令和５年度七ヶ宿町立関保育所建設工事請負契約の締結
について 〃 〃 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P6
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高齢者福祉の現状と今後の課題について七ヶ宿ダム自然休養公園内の環境整備について

総務文教常任委員会
　委員長　五十嵐　敏　夫

　去る 5月 22日、町の高齢者福祉の現状について調査しました。
　高齢者福祉センターの令和４年度介護保険部分の決算状況で、収支とも減額が
見込まれる要因として、コロナ禍の影響により人口減少や在宅から介護施設への
移行が原因との見解があり、介護職員の充足については現在のサービスを提供す
るには足りており、介護状況はヘルパーとケアマネジャーより適切な対応がなさ
れているとの説明でした。
　次に介護予防事業では「歩く力の維持と生きがいづくり」を二つの大きな目標
として掲げ、運動教室や健康推進事業を行っているとの説明に、委員からは行政
側でも車いす利用者を搬送できる体制の研究や個人タクシーの導入など、次年度
へ向けた予算化が必要ではとの提言がありました。
　また認知症高齢者への対応では「早期発見・早期治療・正しい対応」を目標に
努めているとのことでしたが、各地区民生委員などとの連携についての質疑に
は、毎月１回診療所や社会福祉協議会などと協議を行っているとの説明を受けま
した。
　近隣医療機関への通院実態では、行政側の資料で受診者数の多い順に見ると、
刈田綜合病院、県南中核病院、置賜総合病院、高畠病院、藤田総合病院となって
いるとの説明に、委員からは高齢者や独居老人などが町営バスの利用できない医
療機関への移動手段として、今後、介護タクシー導入などの行政対応が必要との
意見があり、町民の福祉向上のため更なる対策の必要性が求められることを申し
添え報告と致します。

産業建設常任委員会
　委員長　渡　部　英　幸

　去る 5月 24日、ダム公園内の管理状況や環境整備を主に公園内の桜の木の調
査を行いました。
　植樹より30数年が経過し全体的に樹木の間隔が狭いため、成長がすでに止まっ
た木や、テングス病、枯れている木などが広範囲に見受けられ早急な手当が必要
と感じます。
　また、植樹者のネームプレートはすでに取り外され別に保管しているとのこと
ですが、年数が経過すれば不明の方も出てきますので早急に名簿等の整理を行い
植樹者の名前がわかる表示をすべきと考えます。
　今回の調査で公園内の場内管理業務が 2名の作業員で行っているとのことで
したが、広範囲の草刈り作業はかなりの重労働であり作業員が少ないと仕事量が
増え危険が伴うと考えられることから、早急な作業員の補充が是非とも必要と感
じました。
　また公園内の児童遊具については、小規模ながら来場した子供たちが楽しめる
ような遊具が設置されているが、ダム増水時は水没区域となっているため日頃の
管理・点検は重要と感じます。
　公園内の２箇所のトイレも調査しましたが、清掃の頻度を上げ、町内や町外利
用者が気持ちよく使用できる施設にするべきと考えます。
　今回の調査ではダム公園全体的に思い切った伐採や改修を行い、町の観光の拠
点となることが必要であることと申し添え報告と致します。

▲所管事務調査会議▲ダム公園内の遊具 ▲社協での送迎の様子▲ふるさと振興課による状況説明
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問
平
成
29
年
10
月
１
日
配
布

の
広
報
し
ち
か
し
ゅ
く
に
、

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を
考
え
る

と
し
て
、
七
ヶ
宿
町
の
教
育
の
在

り
方
検
討
委
員
会
を
設
立
し
た
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
の
検
討
委
員
会
の
活
動
状
況
を

伺
う
。

答
平
成
29
年
３
月
か
ら
教
育

の
在
り
方
検
討
委
員
会
を

開
催
し
、計
12
回
会
議
を
行
っ
た
。　

　
10
回
目
で
は
、
小
中
一
貫
教
育

施
設
整
備
に
つ
い
て
。

　
11
回
目
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
事
項
を
確
認
。

　
令
和
元
年
12
月
の
12
回
目
の
会

議
で
は
、
学
校
施
設
整
備
の
今
後

の
進
め
方
、
長
寿
命
化
計
画
、
過

疎
計
画
で
令
和
６
年
度
に
中
学
校

の
基
本
設
計
が
計
画
さ
れ
て
い
る

中
で
再
度
、
施
設
整
備
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。問

12
回
目
以
降
の
検
討
委
員

会
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

答
ソ
フ
ト
面
で
は
あ
る
程
度

で
き
上
が
っ
て
い
る
が
、

ハ
ー
ド
面
が
出
来
て
な
い
の
で
一

旦
中
断
し
、
学
校
を
建
て
替
え
す

る
と
き
に
協
議
し
た
い
。

問
今
年
は
ど
の
よ
う
な
事
を

す
る
の
か
。

答
将
来
は
、
一
貫
教
育
を
目

指
す
た
め
、
小
中
学
校
の

校
長
先
生
方
の
連
携
を
更
に
強
化

し
て
い
く
。

問答
教
育
の
在
り
方
検
討
委
員
会
の
活
動
状
況
は

12
回
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
た

１
回
目
、
２
回
目
で
は
保
・
小
・

中
学
校
の
小
規
模
に
対
応
し
た
教

育
の
在
り
方
を
協
議
し
た
。

　
３
回
目
、
４
回
目
で
は
、
小
中

一
貫
教
育
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
と
小
中
一
貫
教
育
基
本
構
想
に

つ
い
て
。

　
５
回
目
で
は
、
施
設
整
備
の
方

向
性
や
教
育
課
程
編
成
部
会
、
施

設
整
備
検
討
部
会
の
設
置
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
。

　
６
回
目
で
は
、
小
中
一
貫
教
育

基
本
構
想
修
正
案
や
施
設
整
備
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。

　
７
回
目
、
８
回
目
で
は
小
中
一

貫
教
育
制
度
類
型
に
つ
い
て
小
・

中
学
校
建
設
基
本
構
想
（
案
）
に

つ
い
て
。

　
９
回
目
で
は
、
小
・
中
学
校
施

設
整
備
予
定
（
案
）
に
つ
い
て
。

髙橋  茂美  議員

問
町
外
の
市
町
に
お
け
る
介

護
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況

な
ど
を
調
査
を
す
べ
き
で
は
。

答
町
外
の
介
護
タ
ク
シ
ー
事

業
者
は
民
間
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
個
人
情
報
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
調
査
は
で
き
な
い
。
町
内
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
支
援
策

に
つ
い
て
対
応
し
た
い
。

問
車
い
す
利
用
者
を
送
迎
で

き
る
車
両
を
町
が
購
入
し
、

業
務
委
託
す
る
こ
と
を
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
で
は
。

答
車
両
の
購
入
は
考
え
て
い

な
い
。
町
営
バ
ス
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
利
用
で
対
応
し
て
ほ

し
い
。

問
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
者
へ

の
支
援
策
を
積
極
的
に
取

り
組
む
考
え
は
。

答
ど
の
く
ら
い
の
利
用
者
が

あ
る
の
か
に
つ
い
て
調
査

検
討
し
た
い
。

▲教育の在り方検討委員会
（広報しちかしゅく No.681）

タ
ク
シ
ー
で
定
期
的
に
通
院
す
る

よ
う
な
方
は
い
な
い
。

　
町
内
で
の
介
護
タ
ク
シ
ー
の
利

用
実
績
は
、
令
和
５
年
に
な
っ
て

か
ら
２
件
あ
っ
た
が
、
４
月
以
降

の
利
用
は
な
い
。

問
町
外
の
医
療
機
関
に
通
院

す
る
高
齢
者
や
、
障
害
を

抱
え
た
町
民
の
た
め
、
福
祉
の
更

な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
。

答
町
内
の
要
介
護
者
等
の
介

護
タ
ク
シ
ー
利
用
目
的
は
、

病
院
か
ら
の
退
院
の
際
に
家
族
の

車
や
一
般
の
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

困
難
な
場
合
に
、
自
宅
ま
で
の
介

護
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
介
護

問答
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
利
用
実
態
を
検
討
す
る

髙橋  きく子  議員
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問
国
の
指
針
に
従
い
、
本
町

で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
を
目
的
と
し
て
夜
間

受
付
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
が
、

本
町
の
交
付
率
の
状
況
は
。

答
今
年
の
１
月
１
日
時
点
で

約
62
％
。
５
月
21
日
で
は

81
％
の
交
付
率
と
な
っ
て
い
る
。

申
請
者
へ
の
利
便
性
の
提
供
や
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
事
業
延
長
、
健

康
保
険
証
利
用
の
運
用
が
始
ま
る

こ
と
も
県
下
一
に
つ
な
が
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

問答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
ト
ラ
ブ
ル
防
止
策
は

申
請
時
に
は
丁
寧
に
間
違
い
の
無
い
よ
う
に
対
応
し
た
い

問
障
害
者
、
幼
児
、
子
供
、

施
設
重
度
認
定
者
、
認
知

症
の
方
、
健
康
保
険
滞
納
者
な
ど

の
カ
ー
ド
取
得
推
進
対
応
は
。

答
役
場
に
来
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
な
ど
の
相
談
を
受

け
た
場
合
、
家
族
の
方
が
立
ち
会

い
の
も
と
、
本
人
確
認
の
う
え
、

写
真
撮
影
す
る
な
ど
申
請
の
手
伝

い
を
実
施
し
て
い
る
。

　
施
設
入
居
者
、
滞
納
者
に
つ
い

て
も
同
様
の
手
続
き
を
進
め
た

い
。

問
全
国
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
時
の
ト
ラ
ブ

ル
が
続
出
し
て
い
る
が
、
本
町
で

ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い
な
い
の

か
。答

現
段
階
に
お
い
て
保
険
証

の
紐
付
け
や
ポ
イ
ン
ト
取

得
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し

て
い
な
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ト
ラ
ブ
ル
防
止
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
申
請
時
に
一
人
ず
つ
順
番

に
手
伝
い
、
完
結
し
て
か

ら
次
の
人
に
対
応
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
間
違
い
の

な
い
よ
う
対
応
を
し
て
行
き
た

い
。

問
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
必

要
と
す
る
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

人
に
も
、
資
格
確
認
書
が
届
け
ら

れ
る
の
か
。

答
資
格
確
認
書
は
本
人
の
申

請
が
必
要
と
な
る
。
健
康

保
険
短
期
資
格
者
に
つ
い
て
は
、

資
格
確
認
書
発
行
に
移
っ
て
も
保

険
滞
納
者
の
滞
納
金
が
免
除
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ま
ず
は

納
付
し
て
も
ら
う
こ
と
を
進
め
た

い
。

吉田  修  議員

問
町
と
し
て
定
期
的
に
報
告

を
受
け
て
い
れ
ば
、
状
況

を
確
認
出
来
た
と
思
う
が
。

答
町
は
辞
職
し
た
従
業
員
に

旬
の
市
を
お
願
い
し
て
い

る
の
で
は
な
く
指
定
管
理
団
体
と

契
約
し
て
い
る
の
で
、
団
体
内
部

で
し
っ
か
り
と
体
制
整
備
を
１
日

も
早
く
構
築
し
て
欲
し
い
。

問
旬
の
市
の
指
定
管
理
契
約

期
間
は
あ
と
２
年
有
る
が
、

途
中
で
営
業
が
頓
挫
し
た
場
合
の

町
の
対
応
は
。

答
指
定
管
理
者
が
施
設
の
運

営
が
困
難
な
場
合
は
当
該

団
体
と
協
議
し
て
判
断
す
る
。

問
こ
れ
か
ら
の
指
定
管
理
施

設
の
統
合
に
向
け
て
、
今

回
の
旬
の
市
の
問
題
は
い
い
例
と

思
う
が
、
町
長
と
し
て
の
受
け
と

め
は
。

答
指
定
管
理
施
設
の
運
営
は
、

管
理
団
体
の
都
合
で
一
方

的
に
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
な
指
導
と
対
応
を
心
が
け
た

い
。

▲旬の市

問
指
定
管
理
団
体
に
よ
る
旬

の
市
の
運
営
に
対
し
て
責

任
あ
る
、
し
っ
か
り
と
し
た
経
営

計
画
の
提
出
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
当
該
団
体
は
管
理
責
任
を

果
た
し
て
い
る
た
め
、
経

営
計
画
等
の
提
出
は
考
え
て
い
な

い
。問

町
民
か
ら
は
旬
の
市
の
現

状
に
ど
の
よ
う
な
行
政
か

ら
の
指
導
を
す
る
の
か
聞
き
た
い

と
の
声
が
有
る
が
。

答
直
接
町
が
介
入
す
る
と
よ

り
複
雑
に
な
る
の
で
静
観

す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

問
町
内
の
物
産
直
売
所
で
、

数
少
な
い
就
労
の
場
で
も

あ
る
「
旬
の
市
」
の
従
業
員
の
退

職
に
よ
り
、
施
設
運
営
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
。
町
は
旬
の
市
の

現
状
を
定
期
的
に
確
認
し
、
適
切

な
指
導
を
行
っ
て
い
た
の
か
。

答
定
期
的
で
は
な
い
が
報
告

や
相
談
を
受
け
、
そ
の
都

度
助
言
や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問答
旬
の
市
の
定
期
的
な
行
政
指
導
は

相
談
の
都
度
、
助
言
や
指
導
を
行
っ
て
い
る

渡部  英幸  議員
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連絡先　七ヶ宿町議会事務局　☎ 37-2197　FAX 37-2198

６月定例会の
傍聴者は５名
でした
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　委
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　五
十
嵐
　敏
　夫

　委
　
　員
　髙
　橋
　き
く
子

あなたも議会の傍聴してみませんか？
次回の議会は令和５年９月５日から 15日の会期で、第３回定例会を開催予定です。
傍聴に関してのご質問は「七ヶ宿町議会事務局」までお気軽にお問合せ下さい。

　今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
光
客
や

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し

た
。　６

月
議
会
で
は
、
老
朽
化
し
た
保

育
所
の
建
て
替
え
工
事
が
可
決
さ

れ
、
今
年
度
内
に
完
成
予
定
で
す
。

　人
口
減
少
の
中
、

多
く
の
若
い
方
に
定

住
し
て
頂
き
、
子
供

の
笑
い
声
が
聞
こ
え

る
町
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
吉
田
）
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つ
い
こ
の
間
の
事
の
よ
う
な
の
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

の
光
夫
く
ん
と
二
人
で
雪
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
３
月

に
、
飯
場
の
よ
う
な
家
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
的
に
は
家
で
は
な
く
小
屋
、
何
と
も
言
え
な
い
感

じ
で
し
た
。
し
か
も
中
は
真
っ
暗
で
何
も
見
え
な
い
不

安
。（
笑
）

　
し
か
し
光
夫
く
ん
は
「
最
高
で
す
、
こ
こ
が
良
い
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
!
」
と
満
面
の
笑
み
。

　
春
に
な
り
、改
め
て
そ
の
小
屋
を
見
直
せ
ば
中
は
口
に
は
出
せ
な
い
お
ぞ
ま
し
さ
。

こ
こ
に
…
住
む
の
ね
…
と
思
っ
た
の
が
昨
日
の
事
の
よ
う
で
、
こ
の
文
章
書
き
な
が

ら
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
光
夫
く
ん
は
炭
焼
き
や
山
仕
事
を
覚
え
、
私
は
畑
の
事
や
染

物
、
織
物
を
学
び
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
子
育
て
の
事
や
新
居

の
建
築
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
同
世
代
の
方

た
ち
や
、
地
域
の
方
に
見
守
ら
れ
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
け

ど
実
に
豊
か
な
道
を
歩
ん
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
は
「
新
し
く
て
懐
か
し
い
自
分
に
出
逢
え
る
場
所
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
活
動
を
行
い
始
め
ま
し
た
。
何
か
感
じ
る
方
や
ピ

ン
と
き
た
皆
様
ぜ
ひ
一
緒
に
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
月
号
は
「
す
み
や
の
く
ら
し
」
の
佐
藤
円
さ
ん
よ
り
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

峠
田
地
区
に
お
住
ま
い
で
す
。

「
こ
こ
に
住
み
始
め
て

「
こ
こ
に
住
み
始
め
て
3030
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
」

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
」

佐
さ

 藤
とう

　円
まどか

さん
現在は炭クッキーの販売など
を手掛ける。また様々な方と
の 交 流 を ラ イ フ ワ ー ク と し
YouTubeやFacebook配信な
ど、積極的に活動中。


